
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

■司 会 ／ 中野 強 ＳＡＡ    ■ロータリーソング ／ 君が代、奉仕の理想 

■ビジター ／ 岩崎 均 様（津北ＲＣ） 

■会長挨拶 ／ 大泉博典 会長 

２月３日は節分の豆まきです。私は一度だけ京都の松尾大社にメンバーの宮崎さんと豆

まきに参加し宮崎さんはいい景品をもらった事を思いだしました。 

豆まきも福がくるのだと思いました。そして２月３日から獅子神楽が三年に一度の古式

ゆかしい舞を神社や地区内で披露されます。弘法大師らによって四頭の獅子頭が神社に

奉納されます。四頭のうち一頭には鎌倉時代の１２８０年作の墨書があり江戸時代には

県内各地を巡回し「稲生の獅子舞」として有名だったそうです。メンバーのみなさまも

一度披露会場にいってみて下さい。詳しくは、磯部幹事さんにたずねて下さい。 

 

■幹事報告 ／ 磯部 弘生 幹事 

（１）２月のロータリーレートは、１＄＝１１０円です。 

（２）記念植樹 「はごろも並木 復活大作戦」 

開催日時  2018 年 2 月 27 日（火） 午後 1 時 30 分集合 

開催場所  鼓ヶ浦海岸 

 

■出席報告 

2 週間前の補正後出席率 12 名中  10 名   83.33% 

 

■例会 ／ 会員増強 担当例会 

 

 

 

 

 

第１２８６回 例会報告（2018 年 2 月 1 日） 

担当例会 

会員基盤・増強部門 

例 会 日 会員数 出席者 欠席者 出 席 率 

2 月 1 日                   12 名 8 名 4 名 66.67％ 



ロータリー 会員増強の試験的プログラム情報 

新しい会員種類を試験するプログラムの一環として「革新性と柔軟性のあるクラブ 試験的

プログラム」を紹介します。2016 年の規定審議会ではクラブの柔軟性を認める立法案が採

択されました。4 月、各地区からの代表議員がシカゴで開かれた規定審議会に出席し、ロ

ータリーの方針への変更を承認しました。これらの変更には、例会の頻度・場所・形式（直

接顔を合わせるか、オンラインとするかの）方法・会員の参加方法・会員資格・クラブの

構成等々を各クラブが柔軟に決定できるようにすることも含まれておりました。 

この結果、会員増強の手法として、各クラブが以下のことについて有効な手段を選ぶこ

とができるようになったのではないでしょうか。 

 

a) 例会の頻度、形式、出席 

・クラブのニーズに最も合った例会日と時間を決める。 

・必要に応じて、例会を変更または中止する（ただし、少なくとも月に 2 回例会を開く）  

・クラブの健全性は、出席率だけでなく、ほかの基準も使って判断する  

・従来型の例会に加え（または、従来型例会の代わりに）、例会の形式を新しくする（オ

ンライン例会、奉仕プロジェクト、交流行事など）  

・顔を合わせる例会、オンライン例会、両方の方法を切り替えて行う例会、または両方

を同時に用いる例会（顔を合わせる例会に、スカイプなどを使ってオンラインで参

加する）のうち、どの方法にするかを決める  

・出席要件および欠席による会員身分終結の方針を緩める  

b) 会員種類 

・準会員、法人会員、家族会員など、追加の会員種類を設ける  

・元会員、移籍会員、ローターアクターのクラブへの入会を認めるかどうかをクラブが

決める。なお、クラブは、例会、出席、構成、会員種類について、従来の要件を適

用し続けることも可能です（変更を採用するかどうかはクラブの裁量で決めること

となります）。このほか、以下の各点も確認するよう指示がありました。  

・RI 細則と標準ロータリークラブ定款では、引き続き、正会員と名誉会員の 2つの会員

種類のみが記載されます。ただし、クラブ細則を修正すれば、クラブは追加の会員

種類を設けることができます。その場合、クラブは追加の種類会員を「正会員」と

して RIに報告し、その人頭分担金を RIに支払う必 要がありますが、クラブの衛星

会員であればその限りではありません。 

・クラブは例会頻度を柔軟に決められますが、各月の最終例会後 15日以内に例会の月次

出席報告書をガバナーに提出する必要があります。また、出席率はその月に開かれ

た例会の頻度に基づいて算出されます。 

c) 会費のありかた 

 ・年会費の例会費のありかたを再考しましょう。 

 

私たち鈴鹿ベイロータリークラブでも色々な手法を進んで提案し、会員増強の手段とした

いと思います。皆様からのご意見をお待ちいたします。 会長 大泉博典 

 


